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はじめに
前年の拙稿で博物館資料について論ずる予
備的枠組みを提示するつ もりで、博物館資料
について概観した(矢島1999)。本稿では、その
うち博物館を最も特徴づけるものであり、活
動の中心的な課題である展示に関わる博物館
資料の諸問題について考えることとしたい。
展示資料の種類
改めて言うまでもな く、展示資料の中心 を
なすものは実物資料であるが、展示を構成す
る資料は実物だけとは限らない。準実物資料
ともいえる複製や模型はもちろんの こと、映
像や解説パネル、ラベルなどを含むものであ
る。しかしながら、これらの資料のあり方は、
館種によって大きな異なりが見られる。
美術館の場合は、実物資料 とこれに付 され
るラベルを除けば、限 られた数の解説パネル
によって展示が構成されるのが一般的である。
伝統的な動物園や水族館 もほぼ同一 といって
も良かろう。
これに対 して自然史博物館や歴史博物館、
科学博物館の場合には、歴史的にはともかく、
今 日では実物資料の分類展示、編年展示のみ
で展示が構成 されることは例外的であり、複
製、模型、ジオラマ、映像、文字や図表による
解説、さらには音声や音響 をも採 り入れて展
示が構成 されている。
こうしてみると、博物館の展示資料 という
ものは、実物資料から複製、模型、パネルやラ
ベルまで実に多様であるとはいえ、その博物
館の展示の考え方によってその種類や範囲が
特定 されるということがで きる。この点から
言えば、一般的な意味での展示資料論は、はた
して成立するものであろうか、ということを
考えざるを得ない。
そこで、代表的な各館種の展示をとりあげ、
そこにおける展示資料の実態を見直すことを通
じて展示資料論 を再考する手がかりとしたい。
歴史展示における展示資料
我が国の博物館のうち最多を占めるのは歴
史博物館である。歴史博物館の目指す展示は
「歴史の究明」にあり、史観に基づ き、歴史的な
価値を認めた資料 を駆使 して、歴史事象を明
らかにし、その歴史的意義を示すことにある
(後藤1981)とされる。
筆者もかつて述べたことがあるように(矢島
1980)、この歴史展示を単に実物資料の選択 と
配置によって実現できるかどうかという点は、
歴史そのものが「叙述」されることによっては
じめて語 られるということからも明らかなよ
うに、修辞学的なものであることから、実際に
は相当に難 しいことがらである。資料と資料
をつなげ、それぞれの資料の内包する情報の
どれを取 り出 して結び付けて理解に至らしめ
るのかを指 し示す仕掛けや補助が不可欠であ
る。
つまり、極言すれば、資料がただ提示されて
いるだけで も展示 として成立する美術作品の
鑑賞 とは全 く異なるのである。したがって、歴
史展示における展示資料は、実物資料を中心
とするとはいえ、模型やジオラマなどの復元
的構成物、映像、図表や文字による補助情報 と
実に多様 となる。ただし、ここで問題となるの
は、展示シナリオに沿って用意される資料 と
して、実物資料の比重が著 しく低 く、いわば作
り物が主体をしめるような場合、その展示が
いかにも重厚 さに欠け、浅薄な印象を抱かせ
がちな例が多いという問題があるe'やはり、実
物資料の もつ重みというものは無視すべ きで
はないであろう。
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ところで、この歴史展示を構成する実物資
料 も、特定のものがある訳ではない。過去の人
間の生活や文化 に関わる全てのものが歴史資
料 となりうるのである。ただし、自然は環境や
景観といった要素として歴史の舞台 となると
はいえ、大多数の自然物 まで歴史資料 となる
わけではな く、 ヒトの生活や文化 との係わ り
において意味をもつ ものだけが歴史資料 とな
る。そ して、この歴史資料とは、ある特定の歴
史的事象を指 し示す ものとして、その資料の
諸条件(誰 が、いつ、どこで、なぜ、いかに、
何をした、どんなものか)が明 らかにされたも
のでなければならず、ここに至って初めて歴
史資料 二史料 となるのである。この史料 とし
て歴史的意味 と歴史的価値が特定 されたもの
が歴史展示を構成する実物資料 となるのであ
る。歴史展示を構成する実物資料、そ して準実
物資料 といえる模型やジオラマ、映像 といっ
た資料 も、こうした史料批判を経たものであ
る必要があることは言うまで もない。
歴史展示における展示資料論の核心は、こ
の史料批判 にあるといって良いのではなかろ
うか。そ して、この史料批判、資料価値の判断
は史観 と無関係に行われるものではないこと
も改めて確認 してお くべ きことが らであると
思う。'
歴史展示を構成する実物資料のうち、展示
が視覚的コミュニケーションである点からそ
の取 り扱いに著 しい困難が伴 うものに文書資
料がある。歴史資料 としてある意味で最 も雄
弁 な文書資料は、そこに書かれた内容こそが
情報 として最 も示 したい事柄であっても、そ
もそも展示の距離において読まれるべきもの
ではない上、多 くの場合、伝 えたい内容のすべ
てを読みとれるような提示が しに くかったり、
一定の訓練を経 た人間以外 には判読できない
といった問題があって、展示資料 としては取
り扱いの難しい ものである。
博物館の歴史展示が図書などを通 じて叙述
される歴史 と全 く同 じ表現でなければならな
いわけではな く、実物資料 を駆使 して視覚的
に語ることに重心をおいた全 く異なった表現、
叙述方法であるという認識 こそが必要なので
はないだろうか。そこにこそ展示による歴史
の叙述の意味があるのではないだろ うか。歴
史展示の展示資料論の出発点はここにあると
考えられる。
美術館の展示における展示資料
美術館 における展示も、そのテーマ設定や
コンセプ トによっては、作品そのものの鑑賞
以外の、あるいはそれ以上のものとなる。この
場合、展示を構成する展示資料 は実物資料=
作品ばか りとは限らないであろう。とはいえ、
基本 となるのは作品(実物資料)に直接触れるこ
とによって生み出される感動であることは間
違いない。作品の鑑賞が美術展示を成立 させ
る根源であるとするなら、「作品(実物資料)1
点で も美術展示は成立する」ことは疑いない
し、美術展示においては原理的に実物以外は
展示資料たり得ないとも言える。この意味で、
前項の歴史展示 における展示資料とは資料の
性質を異にしている。
美術展示を構成する展示資料 に求められる
条件は、唯一、「美」にあるといって過言ではな
い。誰が、いつ、どこで、なぜ、いかにといっ
た要素が明らかであるに越したことはないが、
そうしたことが明確であるからといって美術
作品かどうかを考えれば分かるだろう。
一方、それがどんなものであれ、そこに「美」
を見出 し、それを見る側に伝 えうる組み立て
をもつとすれば、自然物であれ、人工物であ
れ、美術資料 として位置づけることが可能で
ある。西欧の教会の壁画や天井画、我が国の仏
像など、本来は宗教的産物であ り、礼拝の対象
などとして製作 されながら、宗教的コンテキ
ス トを離れて美術 として鑑賞の対象 となって
いるものなど、これも幾多の例をあげること
ができる。
すなわち、美術展示における展示資料論の
核心は、美学にあるといって良いであろう。こ
うした美術館 における展示資料 には、一般的
には実物資料=作 品以外に、ラベルや解説パ
ネル等がある。オーディオ・ヴィジュアルな情
報提示や展示における解説補助などの試みも
あるが、必ず しも一般的な展示資料 とはなっ
ていない。
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自然史展示における展示資料論
自然史博物館はNaturalHistoryをどう理解す
るかによって、展示の理念に大 きな変化があ
る。NaturalHistoryを系統分類学 中心で見る
か、地域の自然誌としてみるか、博物学 として
見 るかによって変わるであろうと千地万造
(1981)は指摘 している。その上で千地は、科
学的側面と歴史科学的側面から自然を認識 し、
人間との係わ りを理解できるような展示の組
み立てとして、自然の多様性、自然の歴史性 と
ヒトの生活 との関連性 を三本の柱 とする考 え
を提示 している。
このうち、分類展示や地域 自然誌の展示は、
基本的に実物標本によるものが一般的であり、
歴史的にも最 もオーソドックスな展示の一つ
である。 しか し、今 日の自然史博物館の展示
は、旧来の標本の陳列を脱 し、分類展示、自然
誌展示を越えて自然史的観点に立っての総合
的な展示が求め られ、追求 されている。このよ
うな展示では、実物標本のみならず、歴史展示
に見 られたの と同様な、多様な展示資料が採
り入れられ、コンピュータやオーディオ・ヴィ
ジュアルな技術 も駆使 されている。失われた
ものの復元、変化や生成 という動 きのある過
程を示すために、また自然の総合性を示 した
り、ヒトとの係わりを示す ということになれ
ば、旧来の標本陳列だけでは、誰 にで も分かる
展示を構成することは至難である。歴史展示
におけるのと同様な、実物資料 を相互 に関係
づける仕組みや抽象的な概念 を提示する仕掛
けが不可欠 となるであろう。
この自然史博物館の展示資料の うち、実物
資料 について、他館種 の博物館の場合 と異な
る点は、相当数の資料について、資料そのもの
の採集か ら標本化 という過程が、多 くの場合、
博物館の研究活動 として行われる点にあると
いっても良い。他の分野の博物館にあっては、
考古学博物館が、その調査研究を通 じて発掘
調査 を実施 し、資料の収集を行 うことがある
のと同様である。また、歴史資料 における史料
批判、美術 においては鑑定 という資料批判の
過程があるが、自然史博物館の場合には同定
という作業がこれにあたる。
自然史博物館の展示資料 のうち、実物資料
については分類 ・同定がキーワー ドとなり、こ
れ以外のものについては自然史的観点からの
総合性が資料の性質を決定づけるものとなる
だろう。
自然史系博物館の一つの形で もある動物園・
植物園・水族館については、その展示の基本 を
構成するものが、現実に生命をもつ生物であ
るという点が最大の特徴であり、展示資料論
を考える上で最 も重要な点であることはいう
までもない。ここでは、何 より生命あるものと
いうことと、その多様性が資料論の鍵 となる
であろう。
理化学展示における展示資料論
理化学展示、科学技術展示の分野も、その特
性からすると科学技術史的観点から扱われる
展示資料 と、その機構 ・メカニズム・原理など
を示す ものとして扱われる展示資料では異 な
りがある。
前者は基本的に歴史資料であ り、その資料
の性格や原理は歴史展示 における実物資料 と
変わるところはない。これも、実物資料の得ら
れない場合には、複製や模型といった、形態を
重視 した準実物資料が展示資料 としては極め
て有効なものとしてあげられる。産業革命以
後では、急速に大量生産される産業製品、つま
り商品 として産み出されたものが中心となる
という特殊性があり、資料 としての収集に工
夫が求められることはあるにせ よ、資料とし
ての性格は明確である。
後者の場合には、実際の資料 に必要な加工
を施 して展示資料 として製作する各種のモデ
ル(カ ット・モデル、シースルー ・モデル等)
のようなものと、原理を示すために製作 され
るモデルや、コンピュータやオーディオ・ヴィ
ジュアルな手法を駆使 しての提示が展示資料
として代表的なものとなる。人文系の分野の
博物館におけるコンピュータの利用などと異
なる点は、ソフトそのものは勿論のことだが、
その働 き自身までが展示を構成する資料 とな
る場合があるなど、技術的側面 を含めたもの
である点であろう。また、他の館種の博物館が
多 くの場合、資料が静的であるのに対 して、科
学技術系の博物館では、動態そのものが意味
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を持つ場合が多いこともあげられる。
科学技術史的観点での展示資料 はある種の
歴史資料だが、その他の資料は原理や働きと
いった理化学的観点が、その資料のありよう
を決定すると言える。
小括
各種の博物館の展示資料 のあ り方を振 り
返って、展示資料論の輪郭を描 こうと試みて
きたが、おぼろげな輪郭は描けるものの、各館
種のどれをとって も、実際の展示の多様性の
前 に足踏みせざるを得 ない。研究資料論をも
含めた博物館資料論 を再度考究 し、総括は次
稿に譲 りたい。
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